















































































































































































































































































































































































（１）　Vgl. Michael Bauer: Oskar Panizza: ein literarisches Porträt, 1984, S.40f. フーコーは、19世紀後半のフラン
スの両性具有者エルキュリーヌ・バリバンの手記に自らのコメントを付して出版する際、パニッツァがこの
人物と事件をモデルに扱った小説『あるスキャンダル事件Ein skandalöser Fall』（1893）を参考に付けた。













（６）　Oskar Panizza: Das Wachsfigurenkabinett.
（７）　Georg Büchner: Dantons Tod. Ein Drama. In: Sämtliche Werke und Briefe. Bd.1, München, 1979, S.41
（８）　Peter D. G. Brown: Oskar Panizza: His Life and Works. New York, 1983, p.117
（９）　山口昌男、『道化の民俗学』、ちくま学芸文庫、1993、p.65参照。




（12）　Oskar Panizza: Der Illusionismus und die Rettung der Persönlichkeit. Skizze einer Weltanschauung. In: 










（16）　ここでは、一人称が ich ではなくman となり、個人の主観の枠を離れている。
（17）　ミハイール・バフチーン『フランソワ・ラブレーの作品と中世・ルネッサンスの民衆文化』、川端香男里訳、
せりか書房、1974、p.176参照。
（18）　Oskar Panizza: Der Illusionismus und die Rettung der Persönlichkeit. Skizze einer Weltanschauung. a. a. 
O., S.195




Ironie in Theorie und Gestaltung. Tübingen, 2002でもティークの項で『牡猫』は取り上げられた。また、岩
波文庫の邦訳には「いわゆるローマン的反語を駆使した作品としてローマン派文学の一典型をなすものであ
る」と解説が付せられている。
（21）　F.Schlegel: Athenäum［418］: KA2, S.245.
（22）　F.Schlegel: Fragmente zur Literatur und Poesie［533］: KA16, S.129
（23）　Ludwig Tieck: Der gestiefelte Kater. In: Schriften in zwölf Bänden. Bd.6, Frankfurt a. M. S.540
（24）　Vgl. a. a. O., S.546f.
（25）　中村恵美子、「エルゴンなきパレルゴン──ティークの『牡猫』における“イロニー”──」、『交響するロ
マン主義　シェリング論集５』所収、晃洋書房、2006、p.112参照。
（26）　山口昌男は『道化的世界』の「道化と詩的言語」（p.18-50）の項で道化の持つ日常的コードとは異なる詩的
な言語機能を論じている。
（27）　F.Schlegel: Athenäum［116］:KA2, S.182
